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Ⅲ．アンケート結果からみる実施の効果
　来場者65名のうち，有効回答者数は47名。うち，器
楽演習履修者22名に関して，これまでのクラシック音
楽のコンサート参加経験は図１のとおりである。
図１　器楽演習履修者のクラシックコンサート参加経験
主なアンケート結果は次のとおりである。
　
Ｑ．コンサート内容はどうでしたか？
　　満足　96%
　　やや満足　４%
　　普通　０%
　　やや不満　０%
　　不満　０%
Ｑ．コンサートの長さはどうでしたか？
　　長い　０%
　　やや長い　４%
　　ちょうど良い　96%
　　やや短い　０%
　　短い　０%
Ｑ．クラシック音楽に興味を持てましたか？
　　以前より興味が出た　83％
　　変わらない　17％
　　以前より興味が持てなくなった　０％
自由記述では以下の様な回答が得られた。
<演奏内容に関わる回答>
・ 今までは主にジャズを聴いてきたが，クラシックも
とても良かった
・ 出演者の人間関係の良さが，音楽を通して伝わって
きた
・ トランペット協奏曲がかっこよかった
・ 女性であれだけトランペットを吹く力があるのは凄
い，かっこいい
・すごい迫力だった
・赤とんぼが印象的だった
<心身の状態に関わる回答>
・ 一日の疲れが取れた
・部活終わりに癒された
・心がなごんだ
<運営に関わる回答>
・カメラのシャッター音が気になった
・もう少し響きの良いところで聴きたい
Ⅳ．まとめ
　日常的にクラシック音楽を聴く機会のない学生に
とって１時間強のコンサートは少々長すぎるかと思わ
れたが，マナーも大変良く，集中して聴いていた印象
である。また，アンケートには記載されなかったが，
会場撤収の際に早速会場のピアノ椅子に座り「ピアノ
を練習したくなった。」と音を出してみる学生，「次は
○○が聴きたい。」と次回開催時の希望を伝えに来る
学生もいた。また，ごく一部ではあるが，演奏者の身
体状態を見て自身の身体の使い方の問題点について考
えたと言う学生もおり，演奏法改善の啓発萌芽にも直
結したように思われる。演奏会開催後の授業でもコン
サートの感想を述べる学生が少なからずおり，特に再
履修者においては，演奏会前と比較して積極的に自主
練習を進めてくる学生が増えたことは特筆すべきであ
ろう。
　アンケート結果及び参加学生のその後の反応から，
当初の狙いであった音楽学習の意欲向上という点にお
いて，十分な結果を得ることが出来たと言える。ただ
し，この学習意欲の恒常的な持続についてはさらなる
研究観察が必要であるが，地域の芸術文化の発展に寄
与するという点でも，今後もこうした演奏会を通して
の教育活動を続けていくことは大いに意味のあること
であると考えられる。
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